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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第100期
第１四半期
連結累計期間

第101期
第１四半期
連結累計期間

第100期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 232,597 372,076 1,314,588

経常利益 (百万円) 3,772 13,535 34,577

四半期(当期)純利益(損失) (百万円) △4,885 9,996 16,303

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △5,011 5,198 24,602

純資産額 (百万円) 207,770 236,127 234,931

総資産額 (百万円) 710,619 794,597 845,008

１株当たり四半期(当期)
純利益(損失)金額

(円) △8.57 17.53 28.60

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 17.51 28.59

自己資本比率 (％) 26.0 26.6 24.7

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．△印は、損失を示します。

４．第100期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の

有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における国内普通トラック（大型・中型トラック）市場につきましては、

復興需要やエコカー減税・補助金政策等により、総需要は15.3千台と前年同四半期に比べ8.6千台(2.3

倍)増加いたしました。また、小型トラック市場におきましても、総需要は16.1千台と前年同四半期に比べ

7.5千台(86.6%)増加いたしました。

国内売上につきましては、昨年発売した新型デュトロ（小型トラック）を中心に積極的な販売活動を

行った結果、国内トラック・バス総合計で9.3千台と前年同四半期に比べ4.5千台(91.5％)増加いたしま

した。

海外売上につきましては、インドネシアやタイなどのアジアでの売上が好調だったため、海外売上台数

は28.4千台と前年同四半期に比べ11.5千台(68.2%)増加いたしました。

以上により、日野ブランド事業のトラック・バスの総売上台数は37.7千台となり、前年同四半期に比べ

16.0千台(73.4％)増加いたしました。

また、トヨタ向け車両台数につきましては、主に「ランドクルーザープラド」の売上が増加した結果、

総売上台数は44.3千台と前年同四半期に比べ21.8千台(97.2％)増加いたしました。

以上により、売上高は3,720億76百万円と前年同四半期に比べ1,394億78百万円(60.0％)の増収となり

ました。損益面におきましては、生産・販売台数増加に伴う諸経費の増加や為替円高などの影響を受けた

ものの、売上高が増加したことにより営業利益は152億29百万円(前年同四半期に比べ106億37百万円の増

益)、経常利益は135億35百万円(同97億63百万円の増益)となり、四半期純利益は99億96百万円と黒字転換

（前年同四半期は48億85百万円の赤字）いたしました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。
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(日本)

日野ブランド事業のトラック・バスの売上台数は、前述のとおり復興需要やエコカー減税・補助金政

策等による需要増加と、昨年発売した新型デュトロ（小型トラック）を中心に積極的な販売活動を行っ

たこと等により増加いたしました。またトヨタ向け車両台数についても、主に「ランドクルーザープラ

ド」の売上が増加しました。以上により売上高は3,065億80百万円と、前年同四半期に比べ1,166億56百万

円（61.4％）の増収となりました。損益面におきましては、売上高が増加したことに伴い、セグメント利

益（営業利益）は117億18百万円と前年同四半期に比べ91億51百万円（4.6倍）の増益となりました。

　
(アジア)

インドネシア及びタイ等におけるトラック・バスの売上台数が増加したこと及びタイにおけるトヨタ

向け事業の売上が増加したこと等により、売上高は974億96百万円と前年同四半期に比べ356億63百万円

（57.7％）の増収となりました。損益面におきましては、売上高が増加したことに伴い、セグメント利益

（営業利益）は38億82百万円と前年同四半期に比べ10億35百万円（36.4％）の増益となりました。

　
(その他)

北米におけるトラック・バスの売上台数が増加したこと及び米国におけるトヨタ向け事業の売上が増

加したこと等により、売上高は363億32百万円と前年同四半期に比べ152億40百万円（72.3％）の増収と

なりました。損益面におきましては、売上高が増加したことに伴い、セグメント利益（営業利益）は5億56

百万円と前年同四半期に比べ9億44百万円（前年同四半期は3億87百万円のセグメント損失）の増益とな

りました。

　
(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前年度末に比べ504億10百万円減少し、7,945億97百万円とな

りました。これは、売上台数が前年度末に比べ少ないため売掛債権が322億66百万円減少したこと等によ

ります。

負債につきましては、前年度末に比べ516億6百万円減少し、5,584億70百万円となりました。これは、有

利子負債が245億73百万円減少したことおよび生産台数が前年度末に比べ少ないため買掛債務が211億9

百万円減少したこと等によります。

純資産につきましては、前年度末に比べ11億95百万円増加し、2,361億27百万円となりました。これは、

その他有価証券評価差額金が33億31百万円減少し、また、剰余金の配当28億52百万円を行った一方で、四

半期純利益を99億96百万円計上したこと等によります。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありませ

ん。

　
(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、97億90百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

EDINET提出書類

日野自動車株式会社(E02146)

四半期報告書

 4/18



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,400,000,000

計 1,400,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年７月31日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 574,580,850574,580,850

東京証券取引所
(市場第一部)
名古屋証券取引所
(市場第一部)

単元株式数
1,000株

計 574,580,850574,580,850― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

― 574,580 ― 72,717 ― 64,307

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記

載することができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載をして

おります。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

〔自己保有株式〕

普通株式 4,163,000
― ―

〔相互保有株式〕

普通株式 319,000
― ―

完全議決権株式(その他)
　

普通株式 568,673,000
　

568,673 ―

単元未満株式
　

普通株式 1,425,850
　

― ―

発行済株式総数 574,580,850― ―

総株主の議決権 ― 568,673 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　

日野自動車㈱
東京都日野市日野台
３－１－１

4,163,000 ― 4,163,0000.72

(相互保有株式) 　 　 　 　 　

徳島日野自動車㈱
徳島県板野郡松茂町
笹木野八北開拓203－１

30,000 ― 30,000 0.01

㈱ホリキリ
千葉県八千代市上高野
1827－４

133,000 ― 133,000 0.02

澤藤電機㈱
群馬県太田市新田早川町
３

93,000 ― 93,000 0.02

千代田運輸㈱
東京都日野市日野台
１－21－１

40,000 ― 40,000 0.01

埼玉機器㈱
さいたま市中央区下落合
７－１－３

23,000 ― 23,000 0.00

計 ― 4,482,000 ― 4,482,0000.78

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,850 22,304

受取手形及び売掛金 ※3
 268,511

※3
 236,244

商品及び製品 66,059 70,867

仕掛品 27,196 25,033

原材料及び貯蔵品 28,929 27,302

その他 41,361 38,603

貸倒引当金 △3,236 △2,962

流動資産合計 454,672 417,393

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 86,207 87,949

機械装置及び運搬具（純額） 74,137 73,563

土地 92,317 92,684

その他（純額） 35,159 30,865

有形固定資産合計 287,821 285,063

無形固定資産 17,019 15,991

投資その他の資産

投資有価証券 72,706 66,816

その他 17,130 13,685

貸倒引当金 △4,341 △4,352

投資その他の資産合計 85,494 76,148

固定資産合計 390,336 377,203

資産合計 845,008 794,597

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 237,347

※3
 216,237

短期借入金 76,580 71,512

コマーシャル・ペーパー 33,000 40,000

1年内返済予定の長期借入金 42,611 16,455

未払法人税等 4,459 3,215

製品保証引当金 14,110 16,170

その他の引当金 4,570 6,185

その他 64,912 61,804

流動負債合計 477,592 431,580

固定負債

長期借入金 39,063 38,715

退職給付引当金 52,724 52,709

その他の引当金 1,786 1,352

その他 38,908 34,112

固定負債合計 132,483 126,890

負債合計 610,076 558,470
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 72,717 72,717

資本剰余金 64,361 64,377

利益剰余金 66,472 73,617

自己株式 △1,520 △1,453

株主資本合計 202,031 209,258

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18,508 15,177

繰延ヘッジ損益 △191 28

土地再評価差額金 1,973 1,973

為替換算調整勘定 △13,248 △15,285

その他の包括利益累計額合計 7,041 1,893

新株予約権 373 402

少数株主持分 25,485 24,573

純資産合計 234,931 236,127

負債純資産合計 845,008 794,597
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
　【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年６月30日)

売上高 232,597 372,076

売上原価 197,226 320,288

売上総利益 35,370 51,787

販売費及び一般管理費

給料及び手当 8,559 8,735

賞与引当金繰入額 944 1,035

退職給付引当金繰入額 736 726

その他 20,538 26,061

販売費及び一般管理費合計 30,778 36,558

営業利益 4,591 15,229

営業外収益

受取利息 291 210

受取配当金 559 567

雑収入 770 610

営業外収益合計 1,621 1,387

営業外費用

支払利息 854 761

為替差損 621 1,965

持分法による投資損失 671 21

雑支出 293 333

営業外費用合計 2,441 3,081

経常利益 3,772 13,535

特別利益

固定資産売却益 47 15

投資有価証券売却益 － 742

その他 12 3

特別利益合計 60 761

特別損失

固定資産除売却損 117 63

災害による損失 6,100 －

その他 68 46

特別損失合計 6,286 109

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,454 14,186

法人税、住民税及び事業税 2,315 3,153

法人税等調整額 △631 △253

法人税等合計 1,684 2,899

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△4,138 11,287

少数株主利益 747 1,290

四半期純利益又は四半期純損失（△） △4,885 9,996
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　　　【四半期連結包括利益計算書】
　　　　【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△4,138 11,287

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 208 △3,368

繰延ヘッジ損益 35 219

為替換算調整勘定 △1,266 △3,253

持分法適用会社に対する持分相当額 148 313

その他の包括利益合計 △873 △6,088

四半期包括利益 △5,011 5,198

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △5,433 4,848

少数株主に係る四半期包括利益 421 350
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

当第１四半期連結会計期間より、株式会社ニッショーは日野通商株式会社に吸収合併されたことに伴い、連結

の範囲から除外しております。なお、日野通商株式会社は日野トレーディング株式会社に商号変更しておりま

す。

当第１四半期連結会計期間より、日野技研株式会社は日野ユートラック株式会社に吸収合併されたことに伴

い、連結の範囲から除外しております。なお、日野ユートラック株式会社は日野ユートラック＆エンジニアリン

グ株式会社に商号変更しております。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社及び一部の国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日

以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益はそれぞれ53百万円増加しております。

　

【追加情報】

　
当第１四半期連結累計期間

(自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日)

(連結納税制度の適用)

  当社及び一部の国内連結子会社は、当第１四半期連結会計期間より、連結納税制度を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　１．保証債務

連結会社以外の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

　
当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

オートローン 322百万円　 オートローン 281百万円

従業員の住宅資金借入金 3,697　〃　 従業員の住宅資金借入金 3,618　〃

計 4,020百万円　 計 3,899百万円

　

２．受取手形割引高

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

2,088百万円 1,133百万円
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※３．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、当第１四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 3,634百万円 2,723百万円

支払手形 503百万円 470百万円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 11,752百万円 11,302百万円

のれんの償却額 0　〃 8　〃

　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 1,710 3 平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日
定時株主総会

普通株式 2,852 5 平成24年３月31日 平成24年６月25日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　
報告セグメント

その他
※１

合計
調整額
※２

四半期連結
損益計算書
計上額
※３日本 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 150,21761,390211,60720,989232,597 ― 232,597

セグメント間の内部売上高
又は振替高

39,706 442 40,148 102 40,251△40,251 ―

計 189,92361,833251,75621,091272,848△40,251232,597

セグメント利益又は損失(△) 2,567 2,847 5,414 △387 5,026 △434 4,591

※１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、北米、オセアニア等を含んでお

ります。

※２  セグメント利益の調整額△434百万円にはセグメント間の取引消去及び棚卸資産の調整額他が含まれてお

ります。

※３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　
Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　
報告セグメント

その他
※１

合計
調整額
※２

四半期連結
損益計算書
計上額
※３日本 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 238,80197,085335,88736,188372,076 ― 372,076

セグメント間の内部売上高
又は振替高

67,779 410 68,189 143 68,333△68,333 ―

計 306,58097,496404,07736,332440,409△68,333372,076

セグメント利益 11,7183,88215,601 556 16,158△928 15,229

※１  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、北米、オセアニア等を含んでお

ります。

※２  セグメント利益の調整額△928百万円にはセグメント間の取引消去及び棚卸資産の調整額他が含まれてお

ります。

※３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、当社及び一部の国内

連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメント

の減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第１四半期連結累計期間の「日本」のセグメント利益が53百

万円増加しております。

　
(企業結合等関係)

当第１四半期連結会計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

共通支配下の取引等

(日野通商株式会社と株式会社ニッショーの合併)

(1)取引の概要

①対象となった事業の名称及びその事業の内容

部品・用品・資材・設備販売、保険旅行代理店事業

②企業結合日

平成24年４月１日

③企業結合の法的形式

日野通商株式会社（当社の連結子会社）を吸収合併存続会社、株式会社ニッショー（当社の連

結子会社）を吸収合併消滅会社とする吸収合併

④結合後企業の名称

日野トレーディング株式会社（当社の連結子会社）

⑤その他取引の概要に関する事項

日野通商株式会社は部品や設備、工具、保険など幅広い取扱品目に強みがあり、株式会社ニッ

ショーは全国に幅広く販売ネットワークを有しております。両社が合併することで、取扱品目を

拡大し、株式会社ニッショーの販売ネットワークを最大限に活かして販売量を拡大することを

目的としております。

　
(2)実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号  平成20年12月26日)及び「企業結合会計基

準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号  平成20年12月26日)

に基づき、共通支配下の取引として処理しております。
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共通支配下の取引等

(日野ユートラック株式会社と日野技研株式会社の合併)

(1)取引の概要

①対象となった事業の名称及びその事業の内容

中古車販売、リビルト部品製造・販売、エンジン設計受託

②企業結合日

平成24年４月１日

③企業結合の法的形式

日野ユートラック株式会社（当社の連結子会社）を吸収合併存続会社、日野技研株式会社（当

社の連結子会社）を吸収合併消滅会社とする吸収合併

④結合後企業の名称

日野ユートラック＆エンジニアリング株式会社（当社の連結子会社）

⑤その他取引の概要に関する事項

日野ユートラック株式会社は中古車販売やリビルト部品（再生品）製造・販売の分野で幅広

くビジネスを行っております。リビルトエンジン製造などで高い技術力を持つ日野技研株式会

社と合併することで事業領域を広げ、より品質の高い商品の提供し、同日に合併した日野トレー

ディング株式会社の全国販売ネットワークを活用して全国展開してまいります。

　
(2)実施した会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号  平成20年12月26日)及び「企業結合会計基

準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号  平成20年12月26日)

に基づき、共通支配下の取引として処理しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益（損失）金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益(損失)金額 △8円57銭 17円53銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(損失)金額(百万円) △4,885 9,996

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益(損失)金額(百万円) △4,885 9,996

    普通株式の期中平均株式数(株) 569,896,306 570,409,739

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 17円51銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(百万円) ― ―

    普通株式増加数(株) ― 498,865

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注) １．△印は、損失を示します。

２．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するもの

の１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　
２ 【その他】

該当事項はありません。

 

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年7月31日

日野自動車株式会社

取締役会  御中

　

あ ら た 監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    出    口    眞    也

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    加    藤    達    也

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日野
自動車株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半
期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日野自動車株式会社及び連結子会社の平成24
年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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